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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一負荷と第二負荷の動作を制御し、交流電圧に応じた周期的な第一の信号と前記第二
負荷の状態に応じた非周期的な第二の信号のいずれかが入力信号として一つの入力ポート
に入力される制御手段を備え、
　前記制御手段は、前記第一の信号が前記入力信号として前記入力ポートに入力されてい
る期間において、前記第一の信号に応じて前記第一負荷の動作を制御し、前記第二の信号
が前記入力信号として前記入力ポートに入力されている期間において、前記第一の信号を
擬似的に生成し、擬似的に生成した前記第一の信号に基づき、前記第一負荷の動作を制御
することを特徴とする制御装置。
【請求項２】
　前記第二負荷の動作状態が変化した場合に、前記第二の信号が前記入力ポートに入力さ
れることを特徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記第二負荷が故障した場合に前記第二の信号が前記入力ポートに入力されることを特
徴とする請求項２に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記第一の信号は、商用電源の交流電圧の周期に応じた信号であることを特徴とする請
求項１乃至３のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項５】
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　記録媒体に画像を形成する画像形成装置であって、
　第一負荷と第二負荷の動作を制御し、交流電圧に応じた周期的な第一の信号と前記第二
負荷の状態に応じた非周期的な第二の信号のいずれかが入力信号として一つの入力ポート
に入力される制御手段を備え、
　前記制御手段は、前記第一の信号が前記入力信号として前記入力ポートに入力されてい
る期間において、前記第一の信号に応じて前記第一負荷の動作を制御し、前記第二の信号
が前記入力信号として前記入力ポートに入力されている期間において、前記第一の信号を
擬似的に生成し、擬似的に生成した前記第一の信号に基づき、前記第一負荷の動作を制御
することを特徴とする画像形成装置。
【請求項６】
　前記第二負荷の動作状態が変化した場合に、前記第二の信号が前記入力ポートに入力さ
れることを特徴とする請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記第二負荷が故障した場合に前記第二の信号が前記入力ポートに入力されることを特
徴とする請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記第一の信号は、商用電源の交流電圧の周期に応じた信号であることを特徴とする請
求項５乃至７のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記第一負荷は、発熱部材を有する定着手段であって、
　前記第一の信号は前記交流電圧の周期に応じたゼロクロス信号であって、
　前記制御手段は、前記ゼロクロス信号に同期して、前記発熱部材に電力を供給する制御
を行うことを特徴とする請求項６乃至８のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記第二負荷は、回転数に応じた前記第二の信号を出力するファンであって、
　前記制御手段は、前記擬似的に生成した前記第一の信号の周期を、前記第一の信号が前
記入力ポートに入力されている期間における前記第一の信号の周期に基づき決定すること
を特徴とする請求項６乃至９のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記ファンの駆動の要求があったタイミングから、前記第一の信号の
一周期分以上の時間が経過したタイミングで、前記ファンの駆動を開始することを特徴と
する請求項１０に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記第二負荷は、記録媒体を検知するための検知手段であって、
　前記検知手段は、記録媒体の検知結果に応じて前記第二の信号を出力することを特徴と
する請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、複数の記録媒体を給紙する場合には、前記検知手段によって記録媒体
を検知していない紙間において前記入力ポートに入力された前記第一の信号の周期に基づ
き、擬似的に生成した前記第一の信号の周期を決定することを特徴とする請求項１２に記
載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の検知信号を用いた回路構成における制御装置と、その制御装置を備え
る画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、レーザービームプリンタ等の画像形成装置において、商用電源の周期やフォトセ
ンサ等からの信号の出力は、ＣＰＵやＳｏＣ（Ｓｙｓｔｅｍ－ｏｎ－ａ－ｃｈｉｐ）に専
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用の入力ポートを設けることにより検知を行うことが一般的である。例えば、記録材に形
成されたトナー像を定着させるための加熱手段に商用電源電圧を印加することで発熱させ
る画像形成装置がある。この画像形成装置では、商用電源周期の検知手段を備え、例えば
フォトトライアックカプラを商用電源周期に基づいてオン、オフすることにより交流電圧
を印加し投入電力の制御を行っている（例えば、特許文献１参照）。商用電源周期を検知
することにより、フォトトライアックカプラのオン、オフのタイミングを商用電源周期と
同期させることが可能である。このため、ＩＥＣ６１０００（電磁両立性に関する国際規
格）に定められた、定着手段に供給する交流電圧の正負の対称性の保証が可能である。
【０００３】
　昨今、より高性能な機能を満足させるために、画像形成装置に備えられるセンサや検知
手段の数が増加してきており、ＣＰＵやＳｏＣに必要なポート数も増加している。しかし
、ポートを増やすためにＣＰＵやＳｏＣのパッケージを大きくし、ピン数を増やすことは
、コストアップや基板面積の増大に繋がるため、ポートを削減することが求められている
。ポートを削減する１つの手段として、２つ以上の信号のポートを兼用し、検知する手段
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１７５８１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　図６（ａ）に示すような回路構成で、周期信号Ｓ１１とレベル信号Ｓ１２の２つの信号
を、制御部１０の一つの入力ポートに入力し、兼用して用いる場合がある。制御部１０に
入力されるこの信号を、兼用信号Ｓ１３とする。周期信号Ｓ１１は、トランジスタＴｒ１
のベース端子に入力され、トランジスタＴｒ１のエミッタ端子は接地され、コレクタ端子
が兼用信号Ｓ１３の信号線に接続されている。レベル信号Ｓ１２は、トランジスタＴｒ２
のベース端子に入力され、トランジスタＴｒ２のエミッタ端子は接地され、コレクタ端子
が兼用信号Ｓ１３の信号線に接続されている。図６（ｂ）のタイミングチャートは、上か
ら、周期信号Ｓ１１、レベル信号Ｓ１２、兼用信号Ｓ１３の状態をそれぞれ示す。レベル
信号Ｓ１２の出力がローレベルのとき、兼用信号Ｓ１３は周期信号Ｓ１１に応じた信号を
出力するため、制御部１０は周期信号Ｓ１１を検知することが可能である。しかし、レベ
ル信号Ｓ１２の出力がハイレベルになる期間Ｔｄでは、周期信号Ｓ１１が正常に出力され
ていても、トランジスタＴｒ２がオンすることで兼用信号Ｓ１３はローレベルとなり、制
御部１０にはローレベルの信号が入力される。これにより、本来、制御部１０が周期信号
Ｓ１１を検知すべき期間Ｔｄでは、周期信号Ｓ１１が検知できなくなる。
【０００６】
　例えば、レーザービームプリンタにおいて、定着装置の投入電力制御では、前述したよ
うに商用電源の周期を検知し、周期に基づいたフォトトライアックカプラのオン、オフ制
御を行っている。周期を検知するポートとセンサ出力などのレベル信号を検知するポート
を兼用しようとした場合、センサ出力の変化により周期信号が検知できなくなってしまう
期間Ｔｄが発生する。この期間Ｔｄでは、フォトトライアックカプラのオン、オフのタイ
ミングが決定できなくなってしまうため、制御を継続することができなくなってしまう。
【０００７】
　本発明は、このような状況のもとでなされたもので、周期的な信号と非周期的な信号が
制御手段の一つの入力ポートに入力される構成で、周期的な信号を用いた制御を行う際に
、非周期的な信号の状態によらず制御を継続させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するために、本発明は、以下の構成を備える。
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【０００９】
　（１）第一負荷と第二負荷の動作を制御し、交流電圧に応じた周期的な第一の信号と前
記第二負荷の状態に応じた非周期的な第二の信号のいずれかが入力信号として一つの入力
ポートに入力される制御手段を備え、前記制御手段は、前記第一の信号が前記入力信号と
して前記入力ポートに入力されている期間において、前記第一の信号に応じて前記第一負
荷の動作を制御し、前記第二の信号が前記入力信号として前記入力ポートに入力されてい
る期間において、前記第一の信号を擬似的に生成し、擬似的に生成した前記第一の信号に
基づき、前記第一負荷の動作を制御することを特徴とする制御装置。
　（２）記録媒体に画像を形成する画像形成装置であって、第一負荷と第二負荷の動作を
制御し、交流電圧に応じた周期的な第一の信号と前記第二負荷の状態に応じた非周期的な
第二の信号のいずれかが入力信号として一つの入力ポートに入力される制御手段を備え、
前記制御手段は、前記第一の信号が前記入力信号として前記入力ポートに入力されている
期間において、前記第一の信号に応じて前記第一負荷の動作を制御し、前記第二の信号が
前記入力信号として前記入力ポートに入力されている期間において、前記第一の信号を擬
似的に生成し、擬似的に生成した前記第一の信号に基づき、前記第一負荷の動作を制御す
ることを特徴とする画像形成装置。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、周期的な信号と非周期的な信号が制御手段の一つの入力ポートに入力
される構成で、周期的な信号を用いた制御を行う際に、非周期的な信号の状態によらず制
御を継続させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例１～３のレーザービームプリンタの構成を示す図
【図２】実施例１の回路構成を示す図、投入電力制御を示す図
【図３】実施例１の制御を示すタイミングチャート
【図４】実施例２の回路構成を示す図、制御を示すタイミングチャート
【図５】実施例３の制御を示すタイミングチャート
【図６】従来例の回路構成を示す図、制御を示すタイミングチャート
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を実施するための形態を、実施例により図面を参照しながら詳しく説明す
る。
【実施例１】
【００１４】
　［画像形成装置］
　実施例１について説明する。本発明は制御装置に関するが、実施例１では、本発明の制
御装置を、例えば、電子写真プロセスを用いたレーザービームプリンタに適用した例につ
いて説明する。図１にレーザービームプリンタ（以下、プリンタ）１１８の構成例を示す
。プリンタ１１８は、プリントが開始されると、給紙部１１６から給紙ローラ１０２によ
り記録媒体である用紙１０１をピックアップし、用紙１０１を搬送ローラ１０３、１０４
により搬送する。用紙１０１の搬送が開始されると、フラグ１２０により用紙１０１の先
端及び後端が検知される。フラグ１２０により用紙１０１の先端が検知されることにより
、後述する電子写真プロセスの種々の制御の開始タイミングを決定することが可能である
。
【００１５】
　プロセスカートリッジ１０９は、像担持体である感光ドラム１０５、帯電ローラ１０６
、現像ローラ１０７、トナー１０８を有する。プリント開始と共に、帯電ローラ１０６に
は高電圧が印加され、帯電ローラ１０６によって感光ドラム１０５上が均一に帯電される
。感光ドラム１０５上の画像形成範囲には、走査光学装置１１０からレーザー光１１１が
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走査される。走査光学装置１１０によって感光ドラム１０５上に画像パターンが形成され
、高電圧が印加された現像ローラ１０７により、感光ドラム１０５上の画像パターンに従
ったトナー像が形成される。感光ドラム１０５上に形成されたトナー像は、高電圧が印加
された転写ローラ１１２により、用紙１０１に転写される。トナー像が転写された用紙１
０１は、定着手段である加熱装置１１３と加圧装置１１４により、トナー１０８が定着さ
れる。トナー１０８が定着された用紙１０１は、排紙ローラ１１５により排紙され、画像
形成が完了する。
【００１６】
　連続的に画像形成が行われる場合、フラグ１２０が用紙１０１の後端を検知することに
より、次の用紙の搬送を開始するタイミングが決定される。また、プリンタ１１８は、フ
ァン１１７を備えている。ファン１１７は、加熱装置１１３の発熱によるプロセスカート
リッジ１０９内のトナー１０８の固着の防止、不図示の電源装置等の電装部品の発熱抑制
のために備えられている。なお、本発明の制御装置を適用できる画像形成装置は、図１で
説明したプリンタ１１８に限定されない。
【００１７】
　［回路構成］
　本実施例の回路構成について説明する。図２（Ａ）は、本実施例の制御装置である、加
熱装置１１３（破線枠部）の制御回路の構成を示す。本実施例の制御回路は、加熱装置１
１３の制御を波数制御にて行うものとするが、例えば、位相制御や、波数制御と位相制御
を組み合わせた制御でもよく、後述する商用電源の周期に同期した制御を行うものであれ
ばよい。加熱装置１１３は、発熱部材２０２とサーミスタ２０３を有する。発熱部材２０
２への電力供給は、双方向サイリスタ（以下、トライアックという）Ｑ２により行われ、
入力電圧の一周期の半分の波形である１半波の単位で制御される。制御手段である制御部
２０４からフォトトライアックカプラＰＣ１（以下、単にＰＣ１とする）に対してオン信
号（以下、ＦＳＲＤ信号Ｓ１７）を出力すると、ＰＣ１の二次側ダイオードがオンするこ
とで、一次側の内部トライアックがオンする。ＰＣ１の内部トライアックがオンすること
で、商用電源２０１により印加される電圧により、トライアックＱ２のゲートに電流が流
れてトライアックＱ２がオンし、発熱部材２０２に電力が供給される。なお、ＡＣライン
の一方には、リレーＲＬ１が接続されている。
【００１８】
　電力の供給量は、例えば、発熱部材２０２の目標温度とサーミスタ２０３による検知温
度の差分から求められ、ＰＣ１をオン、オフ制御することで、求められた電力の供給量と
なるように制御される。サーミスタ２０３は、温度変化により抵抗値が変化する。このた
め、制御部２０４は、低圧電源２０５により生成された電圧Ｖｃｃ１とプルアップ抵抗Ｒ
２により、サーミスタ２０３の抵抗値の変化を電圧の変化として検知することができる。
制御部２０４は、入力された電圧をアナログ－デジタル変換（以下、Ａ／Ｄ変換とする）
することで、発熱部材２０２の温度を検知することができる。低圧電源２０５は、商用電
源２０１の交流電圧から、直流の電圧Ｖｃｃ１と直流の電圧Ｖｃｃ２を生成する。
【００１９】
　　（加熱装置への電力投入制御）
　図２（Ｂ）に加熱装置１１３への電力投入制御の駆動パターンを示す。サーミスタ２０
３により検知された発熱部材２０２の現在温度と目標温度との差分から、投入電力レベル
が決定される。図２（Ｂ）の（ａ）～（ｃ）は、異なる投入電力レベルを示し、各投入電
力レベルの上の波形は、そのレベルの電力を投入するための波数パターン２０を示し、下
の波形は、制御部２０４からＰＣ１に出力されるＦＳＲＤ信号Ｓ１７のオン、オフを示す
。
【００２０】
　図２（Ｂ）（ａ）は投入電力レベルが１００％のときを示す。サーミスタ２０３により
検知された発熱部材２０２の温度が目標温度より低く、差分が大きい場合は、図２（Ｂ）
（ａ）のような投入電力レベルの高い波数パターン２０が投入される。また、図２（Ｂ）
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（ｃ）は投入電力レベルが５０％のときを示す。サーミスタ２０３により検知された発熱
部材２０２の温度と目標温度の差分が小さい場合は、図２（Ｂ）（ｃ）のような投入電力
レベルの低い波数パターン２０が投入される。更に、図２（Ｂ）（ｂ）のように、投入電
力レベルが７５％となるような波数パターン２０で制御することもできる。ＦＳＲＤ信号
Ｓ１７は、商用電源２０１の交流電圧のゼロクロスタイミングに同期して出力される。こ
れにより、発熱部材２０２に印加された交流電圧の波数パターン２０を把握し、交流電圧
の正負の対称性が保証されている。商用電源２０１の周期は、商用電源２０１のＡＣライ
ン間に接続されたフォトカプラＰＣ２に印加された交流電圧から商用電源２０１の周期的
な第一の信号である周期信号Ｓ１４として検知される。
【００２１】
　制御部２０４は、駆動信号Ｓ１８を出力することにより、ファン１１７に低圧電源２０
５により生成された電圧Ｖｃｃ２を印加する。ここで、トランジスタＱ３は、ベース端子
に駆動信号Ｓ１８が入力され、コレクタ端子に電圧Ｖｃｃ２が入力され、エミッタ端子に
ファン１１７が接続されている。なお、駆動信号Ｓ１８がローレベルとなっているときに
は、トランジスタＱ３がオフとなり、電圧Ｖｃｃ２がファン１１７に供給されない。駆動
信号Ｓ１８がハイレベルとなっているときには、トランジスタＱ３がオンとなり、電圧Ｖ
ｃｃ２がファン１１７に供給される。これにより、ファン１１７は回転する。
【００２２】
　ファン１１７からは、非周期的な第二の信号であるファンロック信号Ｓ１５が出力され
る。ファンロック信号Ｓ１５は、ファン１１７内部の不図示のトランジスタ（以下、内部
トランジスタという）のコレクタ端子に接続されている。駆動信号Ｓ１８がローレベルと
なって電圧Ｖｃｃ２がファン１１７に供給されていない状態では、内部トランジスタはオ
フ状態となっている。このとき、ファンロック信号Ｓ１５はローレベルとなり、トランジ
スタＱ１は動作しない。
【００２３】
　一方、駆動信号Ｓ１８がハイレベルとなって電圧Ｖｃｃ２がファン１１７に供給されて
いる状態では、ファン１１７の回転数に応じてファンロック信号Ｓ１５のレベルが決定さ
れる。ファン１１７の回転数が所定の回転数未満の場合には、内部トランジスタがオフ状
態となる。そして、内部トランジスタがオフ状態のとき、ファン１１７からは、第二の状
態であるハイレベルのファンロック信号Ｓ１５が出力される。なお、ファン１１７の回転
数が所定の回転数以上となった場合には、内部トランジスタがオン状態となり、ファンロ
ック信号Ｓ１５は第一の状態であるローレベルとなる。このように、ファン１１７の起動
時の回転数が所定の回転数に立ち上がるまでの期間には、ハイレベルのファンロック信号
Ｓ１５が出力される。また、ファン１１７の故障等でロックした際にも、ハイレベルのフ
ァンロック信号Ｓ１５が出力される。
【００２４】
　商用電源２０１の周期信号Ｓ１４とファンロック信号Ｓ１５の２つの信号出力は、回路
上でワイヤードオアされて入力信号である兼用信号Ｓ１６として制御部２０４の一つの入
力ポートに入力される。ここで、ファン１１７の回転数が所定の回転数未満となっている
場合や故障等でロックしている場合等で、ファンロック信号Ｓ１５がハイレベルとなって
いる場合には、トランジスタＱ１がオンする。トランジスタＱ１は、ベース端子にファン
ロック信号Ｓ１５が入力され、エミッタ端子が接地され、コレクタ端子に兼用信号Ｓ１６
の信号線が接続されている。トランジスタＱ１がオンすることで、周期信号Ｓ１４の状態
にかかわらず、兼用信号Ｓ１６は所定の状態であるローレベルとなる。
【００２５】
　［本実施例の制御］
　次に、本実施例の制御について、図３のタイミングチャートを用いて説明する。図３は
、（ａ）が駆動信号Ｓ１８の信号波形を、（ｂ）がファンロック信号Ｓ１５の信号波形を
、（ｃ）が周期信号Ｓ１４の信号波形を、（ｄ）が兼用信号Ｓ１６の信号波形を、それぞ
れ示す。図３は、（ｅ）が疑似周期Ｔ’の波形を、（ｆ）が制御モードを、それぞれ示す
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。
【００２６】
　プリンタ１１８がプリントジョブを受け付けてプリントが開始される、又は、電源投入
時の初期動作を開始すると、制御部２０４は、タイミングｔ１１でリレーＲＬ１をオンす
る。タイミングｔ１１でリレーＲＬ１がオンされると、ＰＣ２に交流電圧が印加され、図
３（ｃ）に示すように、周期信号Ｓ１４には商用電源２０１の周期に同期したパルス信号
が出力される。タイミングｔ１１では、制御部２０４は、図３（ａ）に示すように、駆動
信号Ｓ１８をローレベルとしている。これにより、図３（ｂ）に示すように、ファンロッ
ク信号Ｓ１５もローレベルとなり、図３（ｄ）に示すように、兼用信号Ｓ１６には周期信
号Ｓ１４が出力され、制御部２０４は商用電源２０１の周期を検知することが可能である
。なお、周期信号Ｓ１４がハイレベルのときにＰＣ２の二次側のフォトトランジスタがオ
ンし、兼用信号Ｓ１６はローレベルとなる。周期信号Ｓ１４がローレベルのときにＰＣ２
の二次側のフォトトランジスタがオフし、兼用信号Ｓ１６はハイレベルとなる。このため
、周期信号Ｓ１４と兼用信号Ｓ１６は、周期は等しいが逆位相となっている。
【００２７】
　制御部２０４は、兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立ち下がりエッジをトリガとしたハ
ードウェア割り込みとして商用電源２０１の周期信号Ｓ１４を検知する。制御部２０４は
、検知した周期信号Ｓ１４の立ち上がり（又は立ち下がり）エッジから次の立ち上がり（
又は立ち下がり）エッジまでの間隔から、商用電源２０１の周期Ｔ１を求める。本実施例
では、兼用信号Ｓ１６の立ち下がりエッジから次の立ち下がりエッジまでを周期Ｔ１とし
ている。
【００２８】
　タイミングｔ１２で商用電源２０１の周期Ｔ１が決定されると、制御部２０４は、周期
Ｔ１のタイミングと同期させて、商用電源２０１のゼロクロスタイミングとのズレが発生
しないようにＰＣ１にＦＳＲＤ信号Ｓ１７を出力する。このようにして制御部２０４は、
発熱部材２０２の投入電力制御を行う。ここでは、商用電源２０１の周期Ｔ１を利用した
制御を、第一の制御である通常周期制御という（図３（ｆ）参照）。制御部２０４は、兼
用信号Ｓ１６に周期信号Ｓ１４が入力される度にハードウェア割り込みとして検知し、通
常周期制御中の周期Ｔ１を、最新の周期の値に更新する。
【００２９】
　次に、図３のタイミングｔ１３で、プリンタ１１８本体の温度状態によりファン１１７
の駆動要求が発生した場合、制御部２０４は、ファン１１７の駆動要求が発生した際に保
持している最新の周期Ｔ１を、所定の周期である疑似周期Ｔ’として設定する。また、制
御部２０４は、タイミングｔ１５でファン１１７の起動を開始するため、ハイレベルの駆
動信号Ｓ１８をファン１１７に出力する。上述したように、ファン１１７の起動時には、
ファン１１７の回転数が所定の回転数以上となるまで、ハイレベルのファンロック信号Ｓ
１５が出力される（図３（ｂ））。このため、兼用信号Ｓ１６は、商用電源２０１の周期
信号Ｓ１４にかかわらず、ローレベルとなってしまう（図３（ｄ））。
【００３０】
　このため、ファン１１７の起動を開始するタイミングｔ１５より前に、タイミングｔ１
３で決定された疑似周期Ｔ’を用いた制御に切り替える必要がある。ここで、疑似周期Ｔ
’を用いた制御を、第二の制御である疑似周期制御という。制御部２０４は、タイミング
ｔ１３で疑似周期Ｔ’を決定した後、ファン１１７の駆動要求が発生した後の周期信号Ｓ
１４の立ち上がり又は立ち下がりエッジと同期したタイミングｔ１４で、通常周期制御か
ら疑似周期制御へ移行する（図３（ｆ））。本実施例では、兼用信号Ｓ１６の立ち上がり
エッジと、疑似周期Ｔ’の信号の立ち上がりエッジが同じタイミングとなるように、タイ
ミングｔ１４で同期をとっている。疑似周期制御では、制御部２０４は、疑似周期Ｔ’の
信号を生成し、その信号に同期して、発熱部材２０２の投入電力制御を行う。
【００３１】
　制御部２０４は、ファン１１７の駆動要求後の兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立ち下
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がりエッジを確実に検知するため、次のように制御する必要がある。即ち、制御部２０４
は、ファン１１７の駆動要求のタイミングｔ１３からファン１１７の起動開始までのタイ
ミングｔ１５までに、商用電源２０１の一周期分以上の間隔を空けるように制御する必要
がある。制御部２０４は、疑似周期制御中は、疑似周期Ｔ’を利用して、ＦＳＲＤ信号Ｓ
１７の制御を継続する。
【００３２】
　疑似周期Ｔ’は、制御部２０４の内部に設けられたタイマーに設定されており、制御部
２０４は、タイマーリセットと同期してＦＳＲＤ信号Ｓ１７を出力する。また、制御部２
０４は、疑似周期制御中は、常に兼用信号Ｓ１６の外部割り込みを監視している。ファン
１１７の回転数が所定の回転数以上になり、ファンロック信号Ｓ１５がハイレベルからロ
ーレベルになると、兼用信号Ｓ１６は再び周期信号Ｓ１４に応じた信号を制御部２０４に
出力するようになり、ハードウェア割り込みが発生する。疑似周期制御中にハードウェア
割り込みが発生した場合、制御部２０４は、ファン１１７の起動が終了したと判断する。
例えば、制御部２０４は、タイミングｔ１６で兼用信号Ｓ１６からのハードウェア割り込
みを検知し、ファン１１７の起動が終了してファン１１７の回転数が所定の回転数以上に
なったと判断する。ファン１１７の起動が終了したタイミングｔ１６以降、例えば、タイ
ミングｔ１７で、制御部２０４は、疑似周期Ｔ’を用いた制御から、本来の商用電源２０
１の周期Ｔ１を使用した通常周期制御へ移行する。
【００３３】
　制御部２０４は、疑似周期制御中に、ファン１１７の起動が終了したタイミングｔ１６
で兼用信号Ｓ１６によるハードウェア割り込みが入力された際、次のような制御を行う。
制御部２０４は、タイミングｔ１６以降の兼用信号Ｓ１６の一度目の立ち上がりエッジに
ついて、このエッジが商用電源２０１の周期と同期しているとは限らないため、一度目の
立ち上がりエッジを無視する。図３に示すように、タイミングｔ１６において、（ｃ）の
周期信号Ｓ１４と、（ｄ）の兼用信号Ｓ１６とは同期していない。このため、制御部２０
４は、タイミングｔ１６以降の兼用信号Ｓ１６の二度目の立ち上がりエッジをハードウェ
ア割り込みとして検知する。なお、図３に示すように、（ｄ）の二度目の兼用信号Ｓ１６
（タイミングｔ１７）と（ｃ）の周期信号Ｓ１４は同期している。このように、制御部２
０４は、兼用信号Ｓ１６のローレベルを維持した状態から周期信号Ｓ１４に応じた状態へ
の変化を検知した場合には、一度目の変化の次の二度目の変化に合わせて、疑似周期制御
から通常周期制御に切り替える。
【００３４】
　制御部２０４は、検知した兼用信号Ｓ１６の二度目の立ち上がりエッジと、一度目の立
ち上りエッジが入力された際の疑似周期Ｔ’の立ち上がりエッジとの間隔Ｔ２から、通常
周期制御へ移行した後の一回目の商用電源２０１の周期Ｔ１をＴ２に決定する。制御部２
０４は、タイミングｔ１７で疑似周期制御から通常周期制御へ移行する。制御部２０４は
、ファン１１７の起動が終了したタイミングｔ１６後の兼用信号Ｓ１６の二度目の立ち上
がりエッジと同期したタイミングｔ１７で、通常周期制御へ移行する。制御部２０４は、
通常周期制御に移行した直後の制御には、上述したＴ２を商用電源２０１の周期Ｔ１とし
て用いるが、それ以降は、兼用信号Ｓ１６として入力される周期信号Ｓ１４に基づき求め
られた周期Ｔ１を用いて、制御を行う。また、制御部２０４は、周期Ｔ１を最新の値に更
新する。
【００３５】
　以上の制御により、本実施例では、ファン１１７の起動時に周期信号Ｓ１４が検知でき
ない期間が発生する場合でも、疑似周期Ｔ’を用いた疑似周期制御に切り替える構成によ
り、ＦＳＲＤ信号Ｓ１７の制御を継続することが可能である。
【００３６】
　以上、本実施例によれば、周期的な信号と非周期的な信号が制御手段の一つの入力ポー
トに入力される構成で、周期的な信号を用いた制御を行う際に、非周期的な信号の状態に
よらず制御を継続させることができる。
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【実施例２】
【００３７】
　［回路構成］
　実施例２について、実施例１と同様に、電子写真プロセスを用いたレーザービームプリ
ンタを例に説明する。本実施例の回路構成について、図４（Ａ）を用いて説明する。図４
（Ａ）は加熱装置１１３の制御回路の構成を示す。加熱装置１１３の投入電力制御につい
ては、実施例１で説明した動作と同様であるため説明を省略する。また、図２（Ａ）で説
明した構成と同様の構成には同じ符号を用い、説明を省略する。
【００３８】
　図４（Ａ）で、制御部２０４は、商用電源２０１の周期はＡＣライン間に接続されたＰ
Ｃ２に印加された交流電圧から周期信号Ｓ１４を検知する。フォトインタラプタＰＣ３（
以下、単にＰＣ３とする）は、用紙１０１の先端が到達したこと及び後端が通過したこと
を検知し、非周期的な第二の信号である信号Ｓ２１を出力する。制御部２０４は、ＰＣ３
により用紙１０１の後端が通過したことを検知することで、例えば、次の用紙１０１の給
紙のタイミングや搬送路上における紙詰まり（ジャム）の有無等、所定の動作をしている
かを判断している。
【００３９】
　ＰＣ３は、フラグ１２０と共に用紙１０１の搬送路上に設置されており、フラグ１２０
はＰＣ３の発光部１２０ａと受光部１２０ｂの間を遮るように配置される。用紙１０１が
搬送されていない状態では、フラグ１２０はＰＣ３を遮光しており、受光部１２０ｂのト
ランジスタはオンせず、信号Ｓ２１は第一の状態であるハイインピーダンス状態となり、
兼用信号Ｓ１６は周期信号Ｓ１４に応じたレベルが出力される。一方、用紙１０１が搬送
され、フラグ１２０を倒すことで、フラグ１２０がＰＣ３の発光部１２０ａと受光部１２
０ｂの間からずれることで透光し、受光部１２０ｂのトランジスタがオンする。これによ
り、信号Ｓ２１は第二の状態であるローレベルとなり、兼用信号Ｓ１６は、周期信号Ｓ１
４にかかわらず所定の状態であるローレベルとなる。周期信号Ｓ１４と、ＰＣ３の信号Ｓ
２１は、回路上でワイヤードオアされて兼用信号Ｓ１６として制御部２０４の一つの入力
ポートに入力される。
【００４０】
　［本実施例の制御］
　本実施例の制御動作について、図４（Ｂ）のタイミングチャートを用いて説明する。図
４（Ｂ）で、（ａ）はフラグ１２０の状態を示し、（ｄ）はＰＣ３の出力に基づく制御部
２０４による用紙１０１の位置の検知を示す。図４（Ｂ）の（ｂ）、（ｃ）、（ｅ）、（
ｆ）は図３（ｃ）～（ｆ）と同様の波形を示し、説明を省略する。プリンタ１１８がプリ
ントジョブを受け付けプリントが開始され、電源投入時の初期動作を開始すると、制御部
２０４は、タイミングｔ２１で、リレーＲＬ１をオンする。これにより、ＰＣ１に交流電
圧が印加され、商用電源２０１の周期信号Ｓ１４として商用電源２０１の周期に同期した
パルス信号が制御部２０４に出力される（図４（Ｂ）（ｂ））。
【００４１】
　タイミングｔ２１では、用紙１０１が搬送されていない状態（以下、非搬送状態）で、
フラグ１２０は動作していないため、ＰＣ３はフラグ１２０により遮光されている（図４
（Ｂ）（ａ））。ＰＣ３の出力である信号Ｓ２１は、第一の状態であるハイインピーダン
スとなっている。即ち、兼用信号Ｓ１６には商用電源２０１の周期信号Ｓ１４が出力され
、制御部２０４には兼用信号Ｓ１６を介して周期信号Ｓ１４が入力されて、商用電源２０
１の周期を検知する。
【００４２】
　制御部２０４は、兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立ち下がりエッジをトリガとしたハ
ードウェア割り込みとして、商用電源２０１の周期信号Ｓ１４を検知する。制御部２０４
は、兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立ち下がりエッジから次の立ち上がり又は立ち下が
りエッジまでの間隔から、商用電源２０１の周期Ｔ３を求める。本実施例では、兼用信号
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Ｓ１６の立ち下がりエッジから次の立ち下がりエッジまでを周期Ｔ３としている。制御部
２０４は、周期Ｔ３を決定すると、タイミングｔ２２で、ＦＳＲＤ信号Ｓ１７を周期Ｔ３
のタイミングと同期させて、ゼロクロスタイミングとズレが発生しないようにＰＣ１にＦ
ＳＲＤ信号Ｓ１７を出力する。タイミングｔ２２以降、制御モードは商用電源２０１の周
期Ｔ３を利用した制御を行う通常周期制御となる。
【００４３】
　制御部２０４は、兼用信号Ｓ１６に周期信号Ｓ１４が入力される度にハードウェア割り
込みとして検知し、通常周期制御中の周期Ｔ３を最新の周期の値に更新する。制御部２０
４は、商用電源２０１の周期Ｔ３が決定すると、投入電力制御を開始し、発熱部材２０２
を所定温度に到達するように制御する。発熱部材２０２が所定温度に立ち上がると、用紙
１０１の搬送が開始される。
【００４４】
　制御部２０４は、用紙１０１の給紙を開始するタイミングｔ２３で、現在保持している
最新の周期Ｔ３を、疑似周期Ｔ’として設定する。制御部２０４は、疑似周期Ｔ’を設定
したタイミングｔ２３後の兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立ち下がりエッジと同期した
タイミングｔ２４で、通常周期制御から、疑似周期Ｔ’を用いた制御を行う疑似周期制御
へ移行する。本実施例では、兼用信号Ｓ１６の立ち上がりエッジと、疑似周期Ｔ’の信号
の立ち上がりエッジが同じタイミングとなるように、タイミングｔ２４で同期をとってい
る。
【００４５】
　制御部２０４は、タイミングｔ２３の給紙開始後の兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立
ち下がりエッジを確実に検知するため、次のように制御する必要がある。即ち、制御部２
０４は、給紙開始からフラグ１２０が動作してＰＣ３が遮光された状態から透光された状
態に変化するまでは、周期Ｔ３の一周期以上の時間又はその時間に相当する距離を空けて
制御する必要がある。
【００４６】
　タイミングｔ２４で疑似周期制御に移行すると、制御部２０４は、疑似周期Ｔ’に同期
してＦＳＲＤ信号Ｓ１７の制御を継続する。疑似周期Ｔ’は、制御部２０４の内部に設け
られたタイマーに設定されており、制御部２０４は、タイマーリセットと同期してＦＳＲ
Ｄ信号Ｓ１７を出力する。用紙１０１の搬送が開始されると、タイミングｔ２５で用紙１
０１がフラグ１２０を倒すことで、ＰＣ３が遮光状態から透光状態となる。このため、タ
イミングｔ２５以降、ローレベルの兼用信号Ｓ１６が出力されるため、制御部２０４は、
周期信号Ｓ１４を検知することができなくなる。しかし、タイミングｔ２５では、既に疑
似周期制御へ移行されているため、ＦＳＲＤ信号Ｓ１７を疑似周期Ｔ’と同期して出力す
ることが可能であり、投入電力制御の継続が可能である。
【００４７】
　また、制御部２０４は、疑似周期制御中は、常に兼用信号Ｓ１６の入力ポートのハード
ウェア割り込みを監視している。疑似周期制御へ移行した後、フラグ１２０の動作に連動
して、兼用信号Ｓ１６の入力ポートにハードウェア割り込みが発生しない期間が発生する
。制御部２０４は、タイミングｔ２５の兼用信号Ｓ１６の立ち下がりエッジを検知してか
ら、第一の時間である所定の時間Ｔｈが経過しても、ローレベルのままで立ち上がりエッ
ジが検知されない場合に、用紙１０１の先端がフラグ１２０に到達したと判断する。ここ
で、所定の時間Ｔｈは、商用電源２０１の周期の半分以上の時間（Ｔｈ≧Ｔ３／２）に設
定することで、制御部２０４は、周期信号Ｓ１４とＰＣ３による用紙１０１の検知タイミ
ングとを判別することが可能である。
【００４８】
　タイミングｔ２５で用紙１０１の先端が検知された後、制御部２０４は、タイミングｔ
２６で兼用信号Ｓ１６の立ち上がりエッジを検知すると、次のように制御する。即ち、制
御部２０４は、タイミングｔ２６から第二の時間である所定の時間Ｔｅ以内に、再度、兼
用信号Ｓ１６の立ち上がりエッジを検知した場合には、用紙１０１の後端がフラグ１２０
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を通過したと判断する。ここで、所定の時間Ｔｅは、商用電源２０１の周期以上（Ｔｅ≧
Ｔ３）に設定することで、制御部２０４は、周期信号Ｓ１４とＰＣ３による用紙１０１の
検知タイミングとを判別することが可能である。
【００４９】
　このような構成により、制御部２０４は、疑似周期制御中でも、用紙１０１の先端がフ
ラグ１２０に到達したこと及び後端がフラグ１２０を通過したことを判断することが可能
であり、用紙１０１の搬送状態を判別することが可能である。本実施例の疑似周期制御は
、用紙１０１の搬送が終了して、加熱装置１１３への投入電力制御が終了するタイミング
ｔ２７まで継続される。なお、本実施例では、疑似周期制御に移行した後、投入電力制御
を終了するまで疑似周期制御を継続する構成であるが、用紙１０１の後端を検知した後に
通常周期制御に戻す構成としてもよい。制御部２０４は、タイミングｔ２７で、リレーＲ
Ｌ１をオフさせて投入電力制御を終了するとともに、タイマーに設定された疑似周期Ｔ’
をリセットし終了する。このような制御により、周期信号Ｓ１４とＰＣ３の信号Ｓ２１を
兼用した兼用信号Ｓ１６が入力される構成でも、制御部２０４は、発熱部材２０２への投
入電力制御を継続することが可能である。
【００５０】
　以上、本実施例によれば、周期的な信号と非周期的な信号が制御手段の一つの入力ポー
トに入力される構成で、周期的な信号を用いた制御を行う際に、非周期的な信号の状態に
よらず制御を継続させることができる。
【実施例３】
【００５１】
　［本実施例の制御］
　実施例３について、実施例１、２と同様に、電子写真プロセスを用いたレーザービーム
プリンタを例に説明する。実施例３では、複数の用紙１０１に連続して画像形成を行う。
本実施例の回路構成は実施例２の図４（Ａ）と同様であり、説明を省略する。本実施例の
制御動作について、図５のタイミングチャートを用いて説明する。図５の（ａ）～（ｆ）
の波形は、図４（Ｂ）の（ａ）～（ｆ）の波形を示し、説明を省略する。
【００５２】
　プリンタ１１８がプリントジョブを受け付けプリントが開始され、電源投入時の初期動
作を開始すると、制御部２０４は、タイミングｔ３１で、リレーＲＬ１をオンする。これ
により、ＰＣ１に交流電圧が印加され、商用電源２０１の周期信号Ｓ１４として商用電源
２０１の周期に同期したパルス信号が制御部２０４に出力される（図５（ｂ））。
【００５３】
　タイミングｔ３１では、非搬送状態で、フラグ１２０は動作していないため、ＰＣ３は
フラグ１２０により遮光されている（図５（ａ））。ＰＣ３の出力である信号Ｓ２１は、
ハイインピーダンスとなっている。即ち、兼用信号Ｓ１６には商用電源２０１の周期信号
Ｓ１４が出力され、制御部２０４は兼用信号Ｓ１６が入力されて、商用電源２０１の周期
を検知する。
【００５４】
　制御部２０４は、兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立ち下がりエッジをトリガとしたハ
ードウェア割り込みとして、商用電源２０１の周期信号Ｓ１４を検知する。制御部２０４
は、兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立ち下がりエッジから次の立ち上がり又は立ち下が
りエッジまでの間隔から、商用電源２０１の周期Ｔ４を求める。本実施例では、兼用信号
Ｓ１６の立ち下がりエッジから次の立ち下がりエッジまでを周期Ｔ４としている。制御部
２０４は、周期Ｔ４を決定すると、タイミングｔ３２で、ＦＳＲＤ信号Ｓ１７を周期Ｔ４
のタイミングと同期させて、ゼロクロスタイミングとズレが発生しないようにＰＣ１にＦ
ＳＲＤ信号Ｓ１７を出力する。タイミングｔ３２以降、制御モードは商用電源２０１の周
期Ｔ４を利用した制御を行う通常周期制御となる。
【００５５】
　制御部２０４は、兼用信号Ｓ１６に周期信号Ｓ１４が入力される度にハードウェア割り
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込みとして検知し、通常周期制御中の周期Ｔ４を最新の周期の値に更新する。制御部２０
４は、商用電源２０１の周期Ｔ４が決定すると、投入電力制御を開始し、発熱部材２０２
を所定温度に到達するように制御する。発熱部材２０２が所定温度に立ち上がると、一枚
目の用紙１０１の搬送が開始される。
【００５６】
　制御部２０４は、一枚目の用紙１０１の給紙を開始するタイミングｔ３３で、現在保持
している最新の周期Ｔ４を、疑似周期Ｔ’として設定する。制御部２０４は、疑似周期Ｔ
’を設定したタイミングｔ３３後の兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立ち下がりエッジと
同期したタイミングｔ３４で、通常周期制御から、疑似周期Ｔ’を用いた制御を行う疑似
周期制御へ移行する。本実施例では、兼用信号Ｓ１６の立ち上がりエッジと、疑似周期Ｔ
’の信号の立ち上がりエッジが同じタイミングとなるように、タイミングｔ３４で同期を
とっている。
【００５７】
　タイミングｔ３４で疑似周期制御に移行すると、制御部２０４は、疑似周期Ｔ’に同期
してＦＳＲＤ信号Ｓ１７の制御を継続する。疑似周期Ｔ’は、制御部２０４の内部に設け
られたタイマーに設定されており、制御部２０４は、タイマーリセットと同期してＦＳＲ
Ｄ信号Ｓ１７を出力する。
【００５８】
　制御部２０４は、タイミングｔ３３の給紙開始後の兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立
ち下がりエッジを確実に検知するため、次のように制御する必要がある。即ち、制御部２
０４は、給紙開始からフラグ１２０が動作してＰＣ３が遮光された状態から透光された状
態に変化するまでは、周期Ｔ４の一周期以上の時間又はその時間に相当する距離を空けて
制御する必要がある。
【００５９】
　一枚目の用紙１０１の搬送が開始されると、タイミングｔ３５で一枚目の用紙１０１が
フラグ１２０を倒すことで、ＰＣ３が遮光状態から透光状態となる。このため、タイミン
グｔ３５以降、ローレベルの兼用信号Ｓ１６が出力されるため、制御部２０４は、周期信
号Ｓ１４を検知することができなくなる。しかし、タイミングｔ３５では疑似周期制御へ
移行されているため、ＦＳＲＤ信号Ｓ１７を疑似周期Ｔ’と同期して出力することが可能
であり、投入電力制御の継続が可能である。
【００６０】
　また、制御部２０４は、疑似周期制御中は、常に兼用信号Ｓ１６の入力ポートのハード
ウェア割り込みを監視している。疑似周期制御へ移行した後、フラグ１２０の動作に連動
して、兼用信号Ｓ１６の入力ポートにハードウェア割り込みが発生しない期間が発生する
。制御部２０４では、タイミングｔ３５の兼用信号Ｓ１６の立ち下がりエッジを検知して
から、所定の時間Ｔｈが経過しても立ち上がりエッジが検知されない場合に、一枚目の用
紙１０１の先端がフラグ１２０に到達したと判断する。ここで、所定の時間Ｔｈは、商用
電源２０１の半周期（＝Ｔ４／２）以上に設定することで、制御部２０４は、周期信号Ｓ
１４とＰＣ３による一枚目の用紙１０１の検知タイミングとを判別することが可能である
。
【００６１】
　タイミングｔ３５で用紙１０１の先端が検知された後、制御部２０４は、タイミングｔ
３６で兼用信号Ｓ１６の立ち上がりエッジを検知すると、次のように制御する。即ち、制
御部２０４は、タイミングｔ３６から所定の時間Ｔｅ以内に、再度、立ち上がりエッジを
検知した場合は、一枚目の用紙１０１の後端がフラグ１２０を通過したと判断する。ここ
で、所定の時間Ｔｅは、商用電源２０１の周期（Ｔ４）以上に設定することで、制御部２
０４は、周期信号Ｓ１４とＰＣ３による一枚目の用紙１０１の検知タイミングとを判別す
ることが可能である。
【００６２】
　このような構成により、制御部２０４は、疑似周期制御中でも、用紙１０１の先端がフ
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ラグ１２０に到達したこと及び後端がフラグ１２０を通過したことを判断することが可能
であり、用紙１０１の搬送状態を判別することが可能である。用紙１０１を連続して搬送
する場合、用紙１０１と次の用紙１０１の間に搬送速度及びスループットに応じた給紙間
隔が発生する。一枚目の用紙１０１の後端がフラグ１２０を通過したタイミングｔ３６で
、フラグ１２０がＰＣ３を遮光する状態となり、ＰＣ３から出力される信号Ｓ２１はハイ
インピーダンス状態となる。このため、兼用信号Ｓ１６には商用電源２０１の周期信号Ｓ
１４が再び出力される。
【００６３】
　制御部２０４は、兼用信号Ｓ１６のパルス信号を常に入力ポートのハードウェア割り込
みとして監視しており、兼用信号Ｓ１６の立ち上がり又は立ち下がりエッジの間隔を検知
及び算出する。制御部２０４は、検知した各エッジ間の間隔を商用電源２０１の周期Ｔ４
として制御部２０４の内部メモリに保持しておく。制御部２０４は、一枚目の用紙１０１
と二枚目の用紙１０１との紙間で、周期Ｔ４を、最新の周期の値に更新しておく。
【００６４】
　制御部２０４は、一枚目の用紙１０１の後端をＰＣ３により検知したタイミングｔ３６
以降、所定の給紙間隔を開けて、タイミングｔ３７で二枚目の用紙１０１の搬送を開始す
る。二枚目の用紙１０１の給紙が開始されたタイミングｔ３７の直後の疑似周期Ｔ’の立
ち上がり又は立ち下がりエッジに同期したタイミングｔ３８で、制御部２０４は、疑似周
期Ｔ’を内部メモリに保持してある最新の商用電源２０１の周期Ｔ４に更新する。本実施
例では、疑似周期Ｔ’の立ち上がりエッジに同期したタイミングｔ３８で、疑似周期Ｔ’
を更新する。このように、制御部２０４は、給紙間隔中に疑似周期Ｔ’の更新を、搬送が
終了するまで繰り返す。
【００６５】
　二枚目の用紙１０１の搬送が開始されると、タイミングｔ４０で二枚目の用紙１０１が
フラグ１２０を倒すことで、ＰＣ３が遮光状態から透光状態となる。このため、タイミン
グｔ４０以降、ローレベルの兼用信号Ｓ１６が出力されるため、制御部２０４は、周期信
号Ｓ１４を検知することができなくなる。しかし、タイミングｔ４０は既に疑似周期制御
中であるため、ＦＳＲＤ信号Ｓ１７を疑似周期Ｔ’と同期して出力することが可能であり
、投入電力制御の継続が可能である。
【００６６】
　また、制御部２０４は、疑似周期制御中は、常に兼用信号Ｓ１６の入力ポートのハード
ウェア割り込みを監視している。疑似周期制御中、フラグ１２０の動作に連動して、兼用
信号Ｓ１６にハードウェア割り込みが発生しない期間が発生する。制御部２０４は、タイ
ミングｔ４０直前の兼用信号Ｓ１６の立ち下がりエッジを検知したタイミングｔ３９から
、所定の時間Ｔｈが経過しても立ち上がりエッジが検知されない場合に、二枚目の用紙１
０１の先端がフラグ１２０に到達したと判断する。ここで、所定の時間Ｔｈは、商用電源
２０１の半周期（＝Ｔ４／２）以上に設定することで、制御部２０４は、周期信号Ｓ１４
とＰＣ３による二枚目の用紙１０１の検知タイミングとを判別することが可能である。
【００６７】
　タイミングｔ４０で二枚目の用紙１０１の先端がフラグ１２０に到達した後、タイミン
グｔ４１で二枚目の用紙１０１の後端がフラグ１２０を通過する。制御部２０４は、タイ
ミングｔ４２で兼用信号Ｓ１６の立ち上がりエッジを検知すると、次のように制御する。
即ち、制御部２０４は、タイミングｔ４２から所定の時間Ｔｅ以内に、再度、兼用信号Ｓ
１６の立ち上がりエッジを検知した場合には、二枚目の用紙１０１の後端がフラグ１２０
を通過したと判断する。ここで、所定の時間Ｔｅは、商用電源２０１の周期（Ｔ４）以上
に設定することで、制御部２０４は、周期信号Ｓ１４とＰＣ３による用紙１０１の検知タ
イミングとを判別することが可能である。
【００６８】
　このような構成により、制御部２０４は、疑似周期制御中でも、用紙１０１の先端がフ
ラグ１２０に到達したこと及び後端がフラグ１２０を通過したことを判断することが可能
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であり、用紙１０１の搬送状態を判別することが可能である。制御部２０４は、連続印刷
の最後の用紙の画像形成が終了すると、リレーＲＬ１をオフさせて投入電力制御を終了す
るとともに、タイマーに設定された疑似周期Ｔ’をリセットし終了する。このような制御
により、周期信号Ｓ１４とＰＣ３の信号Ｓ２１を兼用した兼用信号Ｓ１６が入力される構
成でも、制御部２０４は、発熱部材２０２への投入電力制御を継続することが可能である
。
【００６９】
　なお、本実施例では、一枚目の用紙１０１の給紙が開始されて通常周期制御から疑似周
期制御に移行した後は、投入電力制御を終了するまで、疑似周期制御が継続される構成で
ある。しかし、一枚目の用紙１０１がフラグ１２０を通過した後に疑似周期制御から通常
周期制御に移行する構成としてもよい。そして、一枚目の用紙１０１と同様の制御により
、二枚目の用紙１０１がフラグ１２０に到達する前に、通常周期制御から疑似周期制御に
移行するようにしてもよい。即ち、用紙と用紙の紙間で、通常周期制御に戻す制御として
もよい。
【００７０】
　このような制御により、周期信号Ｓ１４とフラグ１２０及びＰＣ３の信号Ｓ２１を兼用
信号Ｓ１６として兼用しながらも、商用電源周期に基づきで発熱部材２０２への投入電力
制御を継続することが可能である。
【００７１】
　以上、本実施例によれば、周期的な信号と非周期的な信号が制御手段の一つの入力ポー
トに入力される構成で、周期的な信号を用いた制御を行う際に、非周期的な信号の状態に
よらず制御を継続させることができる。
【符号の説明】
【００７２】
２０４　　　制御部
【図１】 【図２】
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